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テナント
テナントは、アプリケーションポリシーの論理コンテナで、管理者はドメインベースのアクセ

スコントロールを実行できます。テナントはポリシーの観点から分離の単位を表しますが、プ

ライベートネットワークは表しません。テナントは、サービスプロバイダーの環境ではお客

様を、企業の環境では組織またはドメインを、または単にポリシーの便利なグループ化を表す

ことができます。

テナントを管理するには、パワー ユーザまたはサイトとテナント マネージャの読み取り/書き込みロー
ルのいずれかが必要です。

次の 3つのテナントが事前に設定されています。

• common：ACIファブリックの他のテナントに「共通」のサービスを提供するための特別な
テナント。共通テナントの基本原則はグローバルな再利用です。一般的なサービスには、

共有L3Out、DNS、DHCP、ActiveDirectory、共有プライベートネットワークまたはブリッ
ジドメインなどがあります。

• dcnm-default-tn：Cisco DCNMファブリックの設定を提供する特別なテナント。

• infra：トンネルやポリシー展開など、ファブリック内部の通信に使用されるインフラス
トラクチャテナント。これには、スイッチ間の切り替えとAPIC通信への切り替えが含ま
れます。infraテナントは、ユーザー空間（テナント）には公開されず、独自のプライベー
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トネットワーク空間とブリッジドメインを備えています。ファブリックの検出、イメー

ジ管理、ファブリック機能用の DHCPは、すべてこのテナント内で処理されます。

Nexus Dashboard Orchestratorを使用して Cisco DCNMファブリックを管理する場合は、事前に
設定されているデフォルトの dcnm-default-tnを使用し、次のオブジェクトを作成および管理

できます。

• VRF

•ネットワーク

スキーマとテンプレート
スキーマは、ネットワーク設定の定義に使用されるテンプレートの集合であり、各テンプレー

トは特定のテナントに割り当てられます。テンプレートは、1つ以上のサイトに一度に展開す
る設定オブジェクトとそのプロパティのセットです。展開の使用例に固有のスキーマとテンプ

レートの設定を作成する際に、複数のアプローチを実行できます。ここでは、マルチサイト環

境でスキーマ、テンプレート、およびポリシーを定義する方法を決定する際に実行できる、い

くつかの簡単な設計方針について説明します。

スキーマを設計する際には、スキーマ、テンプレート、およびスキーマあたりのオブジェクト

の数に対してサポートされているスケーラビリティ制限を考慮する必要があることに注意して

ください。検証済みスケーラビリティ制限の詳細については、お使いのリリースの『Cisco
Multi-Site Verified Scalability Guides』を参照してください。

単一スキーマの展開

スキーマ設計の最も簡単なアプローチは、単一のスキーマで単一のテンプレートを導入するこ

とです。単一のテンプレートを含む単一のスキーマを作成し、すべての VRFとネットワーク
がそのテンプレートに追加されるようにすることができます。その後、1つのアプリケーショ
ンプロファイルまたは複数のアプリケーションプロファイルをテンプレート内に作成し、それ

を 1つ以上のサイトに展開することができます。

Multi-Siteスキーマを作成する最も簡単な方法は、同じスキーマとテンプレート内にすべての
オブジェクトを作成することです。ただし、スキーマごとにサポートされているスキーマまた

はテンプレートの数に制限があるため、このアプローチは大規模な展開に適していない場合が

あります。これは、これらの制限を超える可能性があります。

オブジェクトの関係性に基づく複数スキーマ

共有オブジェクト参照を使用して複数のスキーマを設定する場合、それらのオブジェクトを変

更する際に注意を払うことが大切です。たとえば、共有ネットワークオブジェクトを変更また

は削除すると、1つ以上のサイトのアプリケーションに影響を与える可能性があります。その
ため、サイトとそのアプリケーションで使用されているオブジェクトのみを含む、個々のサイ

ファブリック管理

2

ファブリック管理

スキーマとテンプレート

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/multi-site-orchestrator/products-device-support-tables-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/multi-site-orchestrator/products-device-support-tables-list.html


トのためのテンプレートを作成するのがよいでしょう。それから、共有オブジェクトを含む別

のテンプレートを作成します。

たとえば、3つの異なるサイトに展開する予定の設定には、次のテンプレートを使用できます。

•サイト 1テンプレート

•サイト 2テンプレート

•サイト 3テンプレート

•サイト 1と 2の共有テンプレート

•サイト 1と 3の共有テンプレート

•サイト 2と 3の共有テンプレート

•すべての共有テンプレート

同様に、展開されているサイトに基づいてオブジェクトを分離するのではなく、個々のアプリ

ケーションに基づいてスキーマとテンプレートを作成することもできます。これにより、各ア

プリケーションプロファイルを簡単に特定し、それらをスキーマとサイトにマッピングし、さ

らには各アプリケーションをローカルまたは拡張されたサイト全体のものとして設定すること

ができます。

ただし、これはスキーマごとのテンプレート数の制限（使用しているリリースの Verified
ScalabilityGuideに記載）をすぐに越えてしまう可能性があるため、複数の組み合わせに対応す
るために追加のスキーマを作成することが必要になります。これにより、複数のスキーマとテ

ンプレートが追加され、さらに複雑になりますが、サイトまたはアプリケーションに基づいて

オブジェクトを正確に分離できます。

設定の同時更新
Nexusダッシュボードオーケストレータ GUIは、同じサイトまたはスキーマオブジェクトで
の同時更新が意図せずに相互に上書きされることがないようにします。自分が開いた後に別の

ユーザによって更新されたサイトまたはテンプレートに変更を加えようと、GUIはそれ以降の
変更を拒否し、追加の変更を行う前にオブジェクトを更新するように求める警告を表示しま

す。テンプレートを更新すると、その時点までに行った編集内容は失われるため、再度変更す

る必要があります。

ただし、既存のアプリケーションとの下位互換性を維持するために、デフォルトの REST API
機能は変更されていません。つまり、UIはこの保護を常に有効にしていますが、設定変更を
追跡するためには、NDOの APIコールに対しても明示的に有効にする必要があります。
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この機能を有効にする場合は、次の点に注意してください。

•このリリースでは、サイトオブジェクトとスキーマオブジェクトの競合する設定変更の
検出のみがサポートされています。

• PUTおよび PATCH APIコールのみがバージョンチェック機能をサポートします。

• APIコールでバージョンチェックパラメータを明示的に有効にしていない場合、NDOは
内部的に更新を追跡しません。その結果、設定の更新は、後続の APIコールまたは GUI
ユーザの両方によって上書きされる可能性があります。

（注）

設定のバージョンチェックを有効にするには、使用している APIエンドポイントの末尾に
enableVersionCheck = trueパラメータを追加して、APIコールにこのパラメータを渡します。
次の例をご覧ください。

https://<mso-ip-address>/mso/api/v1/schemas/<schema-id>?enableVersionCheck=true

例

スキーマ内のテンプレートの表示名を更新する簡単な例を使用して、 PUTまたは PATCHコール

でバージョンチェック属性を使用する方法を示します。

最初に、変更するスキーマを GETします。これにより、コールの応答で現在の最新バージョン

のスキーマが返されます。

{
"id": "601acfed38000070a4ee9ec0",
"displayName": "Schema1",
"description": "",
"templates": [

{
"name": "Template1",
"displayName": "current name",
[...]

}
],
"_updateVersion": 12,
"sites": [...]

}

次に、リクエストURLに、2つの方法のいずれかで、enableVersionCheck = trueを追加して、

スキーマを変更します。

ペイロードの_updateVersionフィールドの値が、元のスキーマで取得した値と同じであること

を確認する必要があります。

（注）

• PUT APIを使用して、更新されるスキーマ全体ペイロードとします。
PUT /v1/schemas/601acfed38000070a4ee9ec0?enableVersionCheck=true

{
"id": "601acfed38000070a4ee9ec0",
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"displayName": "Schema1",
"description": "",
"templates": [

{
"name": "Template1",
"displayName": "new name",
[...]

}
],
"_updateVersion": 12,
"sites": [...]

}

• PATCH API操作のいずれかを使用して、スキーマ内のオブジェクトの 1つに特定の変更を
加えます。

PATCH /v1/schemas/601acfed38000070a4ee9ec0?enableVersionCheck=true

[
{

"op": "replace",
"path": "/templates/Template1/displayName",
"value": "new name",
"_updateVersion": 12

}
]

リクエストが行われると、APIは現在のスキーマバージョンを 1ずつ増やし（12から 13な

ど）、新しいバージョンのスキーマの作成を試みます。（enableVersionCheckが有効で）新し

いバージョンがまだ存在しない場合、操作は成功し、スキーマは更新されます。別のAPIコー
ルまたは UIがその間にスキーマを変更していた場合、操作は失敗し、APIコールは次の応答
を返します。

{
"code": 400,
"message": "Update failed, object version in the DB has changed, refresh your client

and retry"
}

スキーマとテンプレートの作成

始める前に

•管理者ユーザアカウント (完全な読み取り/書き込み権限を持つ)が必要です。

•テナントユーザーアカウント (テナントポリシーの読み取り/書き込み権限を持つ)が必要
です。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 スキーマを新規作成します。

a) 左側のナビゲーションメニューで、[アプリケーション管理 (Application Management) ] > [スキーマ
(Schemas)]を選択します。
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b) [スキーマ (Schema)]ページで、[スキーマの追加 (Add Schema)]をクリックします。

c) スキーマ作成ダイアログで、スキーマの [名前 (Name)]と説明（オプション）を入力します。

デフォルトでは、新しいスキーマは空であるため、1つ以上のテンプレートを追加する必要がありま
す。

ステップ 3 テンプレートを作成します。

a) 左側のサイドバーの [テンプレート (Templates)]で、[+]記号をクリックして新しいテンプレートを追
加します。

b) [テンプレートタイプの選択 (Select a Template type)]ウィンドウで、テンプレートタイプとして [ネッ
トワーキング (Networking)]を選択します。

c) [追加 (Add)]をクリックしてテンプレートを追加します。

ステップ 4 テンプレートの名前とテナントを指定します。
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a) 右側のサイドバーで、テンプレートの [表示名 (Display Name)]を指定します。

b) [テナントの選択 (Select a Tenant)]ドロップダウンから、dcnm-default-tnテナントを選択します。

新しいスキーマを作成するために使用しているユーザアカウントは、そのスキーマに追加しようとし

ているテナントに関連付けられている必要があることに注意してください。そうしないと、テナント

はドロップダウンメニューで使用できなくなります。

ステップ 5 テンプレートをサイトに割り当てます。

一度に 1つのテンプレートを展開するため、設定を展開する少なくとも 1つのサイトにテンプレートを関
連付ける必要があります。

a) 左側のペインで、サイトの横にある [+]のアイコンをクリックします。

b) [サイトの追加（Add Sites）]ウィンドウで、テンプレートを展開するサイトの横のチェックボックス
をオンにします。

c) 各サイトの横にある [テンプレートに割り当て（Assign to Template）]ドロップダウンから、1つ以上
のテンプレートを選択します。

テンプレートの展開は、関連付けられているすべてのサイトに一度に1つずつ行いますが、サイトへの
関連付けは、一度に複数のテンプレートで行えます。

d) [保存（Save）]をクリックします。

DCNNサイトからのスキーマ要素のインポート
新しいオブジェクトを作成し、1つまたは複数のサイトに公開できます。または、サイトロー
カルの既存のオブジェクトをインポートし、Nexus Dashboard Orchestratorを使用して管理でき
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ます。ここでは、1つ以上の既存のオブジェクトをインポートする方法について説明します。
このドキュメントでは、新しいオブジェクトを作成する方法について説明します。

ステップ 1 [スキーマ (Schema)]ページで、オブジェクトをインポートするスキーマを選択します。

ステップ 2 左側のサイドバーで、オブジェクトをインポートするテンプレートを選択します。

ステップ 3 メインペインで [インポート (Import)]ボタンをクリックし、インポート元の [サイト (Site)]を選択します。

ステップ 4 [インポート元 (Import from)] <site-name>ウィンドウが開いたら、インポートするオブジェクトを 1つまた
は複数選択します。

NexusDashboardOrchestratorにインポートするオブジェクトの名前は、すべてのサイトにわたって
一意にする必要があります。重複する名前を持つ別のオブジェクトをインポートすると、スキー

マ検証エラーとなり、インポートに失敗します。同じ名前のオブジェクトをインポートする必要

がある場合は、先に名前を変更してください。

（注）

VRFの作成
このセクションでは、VRFの作成方法を説明します。

始める前に

スキーマとテンプレートの作成（5ページ）の説明に従って、スキーマとテンプレートを作
成し、テンプレートにテナントを割り当てる必要があります。

ステップ 1 VRFを作成するためのスキーマとコントラクトを選択します。

ステップ 2 スキーマ編集ビューで、[オブジェクトの作成 (Create Object)] > [VRF]を選択します。

ステップ 3 右側ペインで、VRFの [表示名 (Display Name)]を入力します。

ステップ 4 VRFの [DCNMプロパティ(DCNNプロパティ)]を設定します。

a) （任意）[VRF ID]を指定します。

VRFのVNIを指定することも、フィールドを空のままにしておくこともできます。VNIは、インフラ
の設定:一般設定で指定した範囲から NDOによって自動的に割り当てられます。

b) [VRFプロファイル (VRF Profile)]ドロップダウンから、VRFプロファイルを選択します。

Default_VRF_Universalプロファイルを割り当てるか、DCNMで以前に作成した使用可能な VRFプロ
ファイルを選択できます。DCNMで作成されたプロファイルは自動的に NDOにインポートされ、こ
こで選択できます。

c) [VRF拡張プロファイル (VRF Extension Profile)]ドロップダウンから、拡張プロファイルを選択しま
す。
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Default_VRF_Extension_Universalプロファイルを割り当てるか、DCNMで以前に作成した使用可能な
VRF拡張プロファイルを選択できます。DCNMで作成されたプロファイルは自動的にNDOにインポー
トされ、ここで選択できます。

d) [ループバックルーティングタグ (Loopback Routing Tag)]を指定します。

VLANが複数のサブネットに関連付けられている場合、このタグは各サブネットの IPプレフィックス
に関連付けられます。このルーティングタグは、オーバーレイネットワークの作成にも関連付けられ

ています。

e) [直接ルートマップの再配布 (Redistribute Direct Route Map) ]を指定します。

VRFでルートを再配布するためのルートマップ名を指定します。

ステップ 5 VRFのサイトローカルプロパティを設定します。

VRFが展開されているすべてのサイトに適用されるネットワークの一般プロパティに加えて、このVRFの
サイト固有のプロパティをサイトごとに個別に設定できます。

a) [サイト (SITES)]の下の左側のサイドバーで、ネットワークが定義されているテンプレートを選択しま
す。

b) メインペインで、ネットワークを選択します。
c) 右側の [プロパティ (Properties)]サイドバーで、サイト固有の設定を指定します。

次のサイトローカルプロパティを設定できます。

• [テナントルーテッドマルチキャスト (Tenant Routed Multicast)]をオンにする：テナントルー
テッドマルチキャスト（TRM）は、BGPベースのEVPNコントロールプレーンを使用するVXLAN
ファブリック内でのマルチキャスト転送を有効にします。TRMは、ローカルまたは VTEP間で同
じサブネット内または異なるサブネット内の送信元と受信側の間にマルチテナント対応のマルチ

キャスト転送を実装します。

TRMを有効にする場合は、[RPアドレス (RP Address)]と [オーバーレイマルチキャストグループ
(Overlay Multicast Group)]も指定する必要があります。
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•ランデブーポイント（RP）がファブリックの外部にある場合は、[RP外部 (RP External)]を有効
にします。

• [スタティックリーフの追加 (Add Static Leaf)]をクリックして、VRFを設定する 1つ以上のリー
フスイッチを選択します。

開いた [スタティックリーフの追加 (Add Static Leaf)]ウィンドウで、リーフノードを選択し、VRF
の VLAN IDを入力します。

ネットワークの作成

ここでは、NexusDashboardOrchestratorからDCNMネットワークを設定する方法について説明
します。

始める前に

•スキーマとテンプレートの作成（5ページ）の説明に従って、スキーマとテンプレート
を作成し、テンプレートにテナントを割り当てる必要があります。

• VRFの作成（8ページ）の説明に従って VRFを作成する必要があります。

ステップ 1 スキーマを選択し、アプリケーションプロファイルを作成するテンプレートを選択します。

ステップ 2 スキーマ編集ビューで、[オブジェクトの作成 (Create Object)]> [ネットワーク (Network)]を選択します。

ステップ 3 右側の [表示名 (Display Name)]ペインで、ネットワークの名前を入力します。

ステップ 4 （オプション）[ネットワーク ID (Network ID)]を入力します。

ネットワーク IDを指定するか、フィールドを空のままにしておくと、スキーマを保存するときに IDが
NDOによって自動的に割り当てられます。

ステップ 5 これが[レイヤ 2専用 (Layer2 Only)]ネットワークであるかどうかを選択します。

ステップ 6 [仮想ルーティングと転送 (Virtual Routing & Forwarding)]ドロップダウンから、先ほど作成した、ネッ
トワーク用の VRFを選択します。

このオプションは、[レイヤ 2専用 (Layer2 Only)]を有効にした場合は使用できません。

ステップ 7 [ネットワークプロファイル (Network Profile)]ドロップダウンから、ネットワークプロファイルを選択
します。

Default_Network_Universalプロファイルを割り当てるか、DCNMで以前に作成した使用可能なネット
ワークプロファイルを選択できます。DCNMで作成されたプロファイルは自動的に NDOにインポート
され、ここで選択できます。

ステップ 8 [ネットワーク拡張プロファイル (Network Extension Profile)]ドロップダウンから、ネットワークプロ
ファイルを選択します。
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Default_Network_Extension_Universalプロファイルを割り当てるか、DCNMで以前に作成した使用可能
なネットワーク拡張プロファイルを選択します。DCNMで作成されたプロファイルは自動的に NDOに
インポートされ、ここで選択できます。

ステップ 9 ネットワークの [VLAN ID]を指定します

ステップ 10 [VLAN名 (VLAN Name)]を指定します。

ステップ 11 1つ以上の[サブネット (Subnets)]を追加します。

このオプションは、[レイヤ 2専用 (Layer2 Only)]を有効にした場合は使用できません。

a) [+サブネットの追加 (+ Add Subnet)]をクリックします。

[サブネットの追加 (Add Subnet)]ウィンドウが開きます。

b) [+ゲートウェイ IPの追加 (+ Add Gateway IP)]をクリックし、サブネットの [ゲートウェイ IP (Gateway
IP)]アドレスを入力します。

最大 4つのゲートウェイ IPを設定できます。

c) 追加する最初のゲートウェイに対して [プライマリ (Primary)]を選択します。

d) ゲートウェイ情報を保存するには、チェックマークをクリックします。
e) 追加のゲートウェイを提供するには、前のサブステップを繰り返します。
f) [追加 (Add)]をクリックして、サブネットの追加を終了します。

ステップ 12 [ARPの抑制 (Suppress ARP)]を行うかどうかを選択します。

ステップ 13 このネットワークの [MTU]を指定します。

ステップ 14 [ルーティングタグ (Rounting Tag)]を指定します。

ステップ 15 ネットワークのサイトローカルプロパティを設定します。

ネットワークが展開されているすべてのサイトに適用されるネットワークの一般的なプロパティに加え

て、このネットワークのサイト固有のプロパティをサイトごとに個別に設定できます。
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a) [サイト (SITES)]の下の左側のサイドバーで、VRFが定義されているテンプレートを選択します。
b) メインペインで、[VRF]を選択します。
c) 右側の [プロパティ (Properties)]サイドバーで、サイト固有の設定を指定します。

次のサイトローカルプロパティを設定できます。

• [テナントルーテッドマルチキャスト (Tenant Routed Multicast)]をオンにする：テナントルー
テッドマルチキャスト（TRM）は、BGPベースの EVPNコントロールプレーンを使用する
VXLANファブリック内でのマルチキャスト転送を有効にします。TRMは、ローカルまたは
VTEP間で同じサブネット内または異なるサブネット内の送信元と受信側の間にマルチテナント
対応のマルチキャスト転送を実装します。

• [L3ゲートウェイボーダーの有効化 (Enable L3 Gateway Border)]をオンにして、ボーダーゲー
トウェイでレイヤ 3 SVIを有効にし、デュアルアタッチドホストを接続できるようにします。

• [DHCPループバック ID (DHCP Loopback ID)]を入力します。

値は 0 〜 1023の範囲にする必要があります。

• [+ DHCPサーバーの追加 (+ Add DHCP Server)]をクリックして、1つ以上の DHCPリレーサー
バーを追加します。

開いた [DHCPサーバーの追加 (Add DHCP Server)]ウィンドウで、DHCPリレーの IPアドレス
と所属する VRFを入力します。

• [+スタティックポートの追加 (+ Add Static Port)]をクリックして、ネットワークの VLANを接
続する 1つ以上のポートを追加します。

開いた [スタティックポートの追加 (Add Static Port)]ウィンドウで、ポートを含むリーフスイッ
チを選択し、VLAN IDを入力し、最後に [ポートの追加 (Add Port)]をクリックしてネットワー
クのポートを 1つ以上指定します。
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異なるリーフスイッチから複数のスタティックポートを追加する場合は、リーフスイッチごと

にこのプロセスを繰り返す必要があります。

テンプレートのバージョニング
リリース 3.4(1)では、テンプレートのバージョン管理のサポートが追加されています。テンプ
レートが保存されるたびに、新しいバージョンのテンプレートが作成されます。NDO UI内か
ら、テンプレートのすべての設定変更の履歴を、変更者と変更日時に関する情報とともに表示

できます。以前のバージョンを現在のバージョンと比較することもできます。

新しいバージョンはスキーマレベルではなくテンプレートレベルで作成されるため、各テン

プレートを個別に設定、比較、ロールバックできます。

タギングテンプレート

任意の時点で、テンプレートの現在のバージョンに「ゴールデン」のタグを付けることができ

ます。たとえば、完全に検証された設定で確認、承認、および展開されたバージョンを示すた

めに、今後の参照用に選択できます。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 左型のナビゲーションメニューで、[アプリケーション管理 (ApplicationManagement) ]> [スキーマ (Schemas)]
を選択します。

ステップ 3 表示するテンプレートを含むスキーマをクリックします。

ステップ 4 [スキーマ (Schema)]ビューで、確認するテンプレートを選択します。

ステップ 5 テンプレートのアクション（...）メニューから、[ゴールデンとして設定 (Set as Golden)]を選択します。

テンプレートがすでにタグ付けされている場合、オプションは [ゴールデンの削除 (Remove Golden)]に変
更され、現在のバージョンからタグを削除できます。

タグ付けされたバージョンは、テンプレートのバージョン履歴画面でスターアイコンで示されます。

履歴の表示と以前のバージョンの比較

ここでは、テンプレートの以前のバージョンを表示し、現在のバージョンと比較する方法につ

いて説明します。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。
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ステップ 2 左型のナビゲーションメニューで、[アプリケーション管理 (ApplicationManagement) ]> [スキーマ (Schemas)]
を選択します。

ステップ 3 表示するテンプレートを含むスキーマをクリックします。

ステップ 4 [スキーマ (Schema)]ビューで、確認するテンプレートを選択します。

ステップ 5 テンプレートのアクション（...）メニューから、[履歴の表示 (View History)]を選択します。

ステップ 6 [バージョン履歴 (Version History)]ウィンドウで、適切な選択を行います。
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a) [ゴールデンバージョン (Golden Versions)]チェックボックスをオンにして、以前のバージョンのリス
トをフィルタリングし、Goldenとしてマークされていたこのテンプレートのバージョンのみを表示し

ます。

「Golden」としてのテンプレートのタグ付けについては、タギングテンプレート（13ページ）を参
照してください。

b) 以前のバージョンのリストをフィルタリングして、サイトに展開されていたこのテンプレートのバー
ジョンのみを表示するには、[展開済みバージョン (Deployed Versions)]チェックボックスをオンにしま
す。

新しいテンプレートバージョンは、テンプレートが変更され、スキーマが保存されるたびに作成され

ます。ある時点でサイトに実際に展開されたテンプレートのバージョンのみを表示するように選択で

きます。

c) 特定のバージョンをクリックして、現在のバージョンと比較します。
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選択したバージョンは、常にテンプレートの現在のバージョンと比較されます。[ゴールデンバージョ
ン (Golden Versions)]または [導入済みバージョン (Deployed Versions)]フィルタを使用してリストを
フィルタリングした場合でも、導入済みまたはゴールデンとしてタグ付けされていない場合でも、現

在のバージョンが常に表示されます。

d) [編集 (Edit)]アイコンの上にマウスを置くと、バージョンの作成者と作成日時に関する情報が表示され
ます。

ステップ 7 [OK]をクリックして、バージョン履歴ウィンドウを閉じます。

以前の製品バージョンへの復元

ここでは、以前のバージョンのテンプレートを復元する方法について説明します。テンプレー

トを元に戻す場合、次のルールが適用されます。

•ターゲットバージョンが存在しないオブジェクトを参照している場合、復元操作は許可さ
れません。

•ターゲットバージョンが NDOで管理されなくなったサイトを参照している場合、復元操
作は許可されません。

•現在のバージョンが、ターゲットバージョンが展開されていない1つ以上のサイトに展開
されている場合、復元操作は許可されません。

テンプレートを元に戻す前に、まずそれらのサイトから現在のバージョンを展開解除する

必要があります。

•ターゲットバージョンが、現在のバージョンが展開されていない1つ以上のサイトに展開
されている場合、復元操作は許可されます。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 左型のナビゲーションメニューで、[アプリケーション管理 (ApplicationManagement) ]> [スキーマ (Schemas)]
を選択します。

ステップ 3 表示するテンプレートを含むスキーマをクリックします。

ステップ 4 [スキーマ (Schema)]ビューで、確認するテンプレートを選択します。

ステップ 5 [アクション (Actions)]メニューから、[バージョンの復元 (Restore Version)]を選択します。
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ステップ 6 [バージョンの復元 (Restore Version)]ウィンドウで、復元する以前のバージョンのいずれかを選択します。

[ゴールデンバージョン (Golden Versions)]チェックボックスと[展開済みバージョン (Deployed Versions)]
チェックボックスを使用して、バージョンのリストをフィルタリングできます。

バージョンを選択すると、そのバージョンのテンプレート設定をテンプレートの現在のバージョンと比較

できます。

ステップ 7 [復元 (Restore) ]をクリックして、選択したバージョンを復元します。

以前のバージョンを復元すると、前の手順で選択したバージョンと同じ設定の新しいバージョンのテンプ

レートが作成されます。

たとえば、最新のテンプレートバージョンが 3で、バージョン 2を復元すると、バージョン 4が作成され

ます。バージョン 2の設定と同じだからです。復元を確認するには、テンプレートのバージョン履歴を参

照し、現在の最新バージョンと復元時に選択したバージョンを比較します。

テンプレートのレビューと承認（変更管理）が無効になっており、アカウントにテンプレートを展開する

ための適切な権限がある場合は、テンプレートの展開（21ページ）の説明に従って、復元したバージョ
ンを展開できます。

ただし、変更制御が有効になっている場合は、次のようになります。

•以前に展開したバージョンに戻し、アカウントにテンプレートを展開するための正しい権限がある場
合は、すぐにテンプレートを展開できます。

•以前に展開されていなかったバージョンに戻す場合、またはアカウントにテンプレートを展開するた
めの適切な権限がない場合は、復元されたバージョンを展開する前にテンプレートの承認を要求する

必要があります。

レビューと承認プロセスに関する追加情報については、テンプレートのレビューと承認（18ページ）
セクションを参照してください。
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テンプレートのレビューと承認
リリース 3.4(1)では、テンプレートのレビューと承認（変更管理）のワークフローのサポート
が追加されます。これにより、テンプレートの設計者、レビュー担当者、承認者、およびテン

プレートの導入者に指定されたロールを設定し、また、導入した設定が検証プロセスを確実に

パスできるようにします。

テンプレート設計者は、NDO UI内から、作成したテンプレートのレビューを要求できます。
その後、レビュー担当者は、テンプレートのすべての設定変更の履歴と、誰がいつ変更したか

に関する情報を表示できます。この時点で、テンプレートの現在のバージョンを承認または拒

否できます。テンプレート設定が拒否された場合、テンプレート設計者は必要な変更を行い、

レビューを再要求できます。テンプレートが承認されると、展開担当者のロールを持つユーザが

サイトに展開できます。最後の点として、導入者自身が承認済みテンプレートの導入を拒否

し、レビュープロセスを最初からやり直すことができます。

ワークフローはスキーマレベルではなくテンプレートレベルで実行されるため、各テンプレー

トを個別に設定、確認、承認できます。

レビューと承認のワークフローは、Nexus Dashboardで定義されたユーザロールに依存するた
め、この機能を使用するには、Nexus Dashboardリリース2.1(1)以降を実行する必要がありま
す。Nexus Dashboardリリース 2.0.2で Nexus Dashboard Orchestratorを展開した場合、プラット
フォームをアップグレードするまで、確認と承認の機能は無効になります。

（注）

テンプレート承認要件の有効化

テンプレートの設定と展開に確認と承認のワークフローを使用するには、Nexus Dashboard
Orchestratorのシステム設定でこの機能を有効にする必要があります。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 左側のナビゲーションメニューで、[インフラストラクチャ (Infrastructure)] > [システムの設定 (System
Configuration)]を選択します。

ステップ 3 [変更制御 (Change Control)]タイルで、[編集 (Edit)]アイコンをクリックします。

ステップ 4 [変更制御 (Change Control)]ウィンドウで、[変更制御ワークﾌー (Change Control Workflow)]チェックボッ
クスをオンにして機能を有効にします。

ステップ 5 [承認者 (Approvers)]フィールドに、テンプレートを展開する前に必要な一意の承認の数を入力します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックして、変更内容を保存します。
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必要なロールを持つユーザの作成

テンプレートの設定と展開のため、レビューと承認のワークフローを実施する前に、NDOサー
ビスが展開されているNexusダッシュボードで必要な権限を持つユーザーを作成する必要があ
ります。

ステップ 1 Nexus Dashboardの GUIにログインします。

NDOGUIでユーザーを作成または編集することはできません。サービスが展開されているNexusダッシュ
ボードクラスタに直接ログインする必要があります。

ステップ 2 左のナビゲーションメニューから、[管理 (Administrative)] > [ユーザー (Users)]を選択します。

ステップ 3 必要なユーザーを作成します。

ワークフローは、テンプレート設計者、承認者、および展開者という 3つの異なるユーザーロールに依存
します。各ロールを異なるユーザーに割り当てることも、同じユーザーにロールの組み合わせを割り当て

ることもできます。管理者権限を持つユーザは、3つのアクションすべてを実行できます。

ローカルまたはリモートの Nexusダッシュボードユーザーのユーザーとその権限の設定の詳細について
は、『Nexus Dashboard User Guide』を参照してください。

承認者ロールを持つ別個のユーザーが、テンプレート承認要件の有効化（18ページ）で設定した承認の最
小数と同数以上必要です。

変更制御ワークフロー機能を無効にすると、承認者と展開者のユーザーはNexusDashboardOrchestrator
に読み取り専用でアクセスできます。

（注）

テンプレートのレビューと承認の要求

ここでは、テンプレートのレビューと承認を要求する方法について説明します。

始める前に

次のものが必要です。

•承認要件のグローバル設定を有効にした（テンプレート承認要件の有効化（18ページ）
を参照）。

• 承認者ロールと展開者ロールを使用してNexusダッシュボードでユーザを作成または更新し
た（必要なロールを持つユーザの作成（19ページ）を参照）。

• 1つ以上のポリシー設定を含むテンプレートを作成し、1つ以上のサイトに割り当てた。

ステップ 1 テナントマネージャ、サイトマネージャ、または管理者ロールを持つユーザとして Nexus Dashboard Orchestrator GUI
にログインします。
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ステップ 2 左型のナビゲーションメニューで、[アプリケーション管理 (ApplicationManagement) ]> [スキーマ (Schemas)]
を選択します。

ステップ 3 承認を要求するテンプレートを含むスキーマをクリックします。

ステップ 4 スキーマビューで、テンプレートを選択します。

ステップ 5 メインペインで、[承認のために送信 (Send for Approval)]をクリックします。

[承認のために送信 (Send for Approval)]ボタンは、次の場合には使用できません。

•グローバル変更制御オプションが有効になっていない

•テンプレートにポリシー設定がないか、どのサイトにも割り当てられていない

•ユーザにテンプレートを編集する権限がない

•テンプレートは承認のためにすでに送信されている

•テンプレートが承認者ユーザによって拒否された

テンプレートのレビューと承認

ここでは、テンプレートのレビューと承認を要求する方法について説明します。

始める前に

次のものが必要です。

•承認要件のグローバル設定を有効にした（テンプレート承認要件の有効化（18ページ）
を参照）。

• 承認者ロールと展開者ロールを使用してNexusダッシュボードでユーザを作成または更新し
た（必要なロールを持つユーザの作成（19ページ）を参照）。

• 1つ以上のポリシー設定を含むテンプレートを作成し、1つ以上のサイトに割り当てた。

•テンプレートのレビューと承認の要求（19ページ）に記載されているように、スキーマ
エディタによってテンプレートの承認が要求されました。

ステップ 1 承認者 (Approver)または管理者 (admin)ロールを持つユーザとして Nexus Dashboard Orchestrator GUIにログ
インします。

ステップ 2 左型のナビゲーションメニューで、[アプリケーション管理 (ApplicationManagement) ]> [スキーマ (Schemas)]
を選択します。

ステップ 3 確認して承認するテンプレートを含むスキーマをクリックします。

ステップ 4 スキーマビューで、テンプレートを選択します。

ステップ 5 メインペインで、[承認 (Approve)]をクリックします。
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すでにテンプレートを承認または拒否している場合は、テンプレートデザイナが変更を行い、再確認のた

めにテンプレートを再送信するまで、このオプションは表示されません。

ステップ 6 [テンプレートの承認 (Approving template)]ウィンドウでテンプレートを確認し、[承認 (Approve)]をクリッ
クします。

承認画面には、テンプレートがサイトに展開するすべての変更が表示されます。

[バージョン履歴の表示 (View Version History)]をクリックすると、完全なバージョン履歴と、バージョン
間で行われた増分変更を表示できます。バージョン履歴の詳細については、履歴の表示と以前のバージョ

ンの比較（13ページ）を参照してください。

[展開計画 (Deployment Plan)]をクリックして、このテンプレートから展開される設定の可視化と XMLを
表示することもできます。[展開計画 (Deployment Plan)]ビューの機能は、現在展開されている設定の表示
（22ページ）で説明した、すでに導入されているテンプレートの [展開ビュー (Deployed View)]に似てい
ます。

次のタスク

必要な数の承認者がテンプレートを確認して承認したら、テンプレートの展開（21ページ）
の説明に従ってテンプレートを展開できます。

テンプレートの展開
ここでは、DCNMファブリックに新しい設定または更新された設定を展開する方法について説
明します。

始める前に

このドキュメントの前のセクションで説明したように、作成されたサイトには、展開するス

キーマ、テンプレート、およびオブジェクトが必要です。

ステップ 1 展開する 1つ以上のテンプレートを含むスキーマに移動します。

ステップ 2 テンプレートをサイトに割り当てます。

すでにサイトにテンプレートを割り当てている場合は、この手順をスキップします。

一度に 1つのテンプレートを展開するため、設定を展開する少なくとも 1つのサイトにテンプレートを関
連付ける必要があります。

a) 左側のペインで、サイトの横にある [+]のアイコンをクリックします。

b) [サイトの追加（Add Sites）]ウィンドウで、テンプレートを展開するサイトの横のチェックボックス
をオンにします。

c) 各サイトの横にある [テンプレートに割り当て（Assign to Template）]ドロップダウンから、1つ以上
のテンプレートを選択します。
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テンプレートの展開は、関連付けられているすべてのサイトに一度に1つずつ行いますが、サイトへの
関連付けは、一度に複数のテンプレートで行えます。

d) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 3 左側のサイドバーで、展開するテンプレートを選択します。

ステップ 4 テンプレート編集ビューの右上で、[サイトに展開 (Deploy to site)]をクリックします。

[サイトに展開 (Deploy to Sites)]ウィンドウが開き、展開するオブジェクトの概要が表示されます。

ステップ 5 [展開 (Deploy)]をクリックして、新しいテンプレートを展開します。

•このテンプレートを初めて展開する場合、または以前に展開したテンプレートに変更を加えた場合は、
[サイトに展開 (Deploy to Sites)]サマリーに、サイトに展開される設定の違いが表示されます。

情報目的で [作成済み (Created)]、[変更済み (Modified)]、および [削除済み (Deleted)]チェッ

クボックスを使用してビューをフィルタリングできますが、[展開 (Deploy)]をクリックする
と、すべての変更が展開されることに注意してください。

（注）

•以前にこのテンプレートを展開していて、それ以降はテンプレートを変更していない場合は、[サイト
に展開 (Deploy to Sites)]サマリーで [テンプレート全体 (Full Template)]オプションのみを指定してテン

プレート全体を再展開できます。その場合、[展開 (Deploy)]をクリックするだけでテンプレート全体
が再展開されます。

現在展開されている設定の表示
特定のテンプレートからサイトに現在展開されているすべてのオブジェクトを表示できます。

任意のテンプレートを何度でも展開、展開解除、更新、および再展開できますが、この機能で

は、これらすべてのアクションの結果としての最終的な状態のみが表示されます。たとえば、

Template1に VRF1オブジェクトのみが含まれ、Site1に展開されている場合、APIはテンプレー
トの VRF1のみを返します。その後、VRF2を追加して再展開すると、APIはこの時点から VRF1

と VRF2の両方のオブジェクトを返します。

この情報は Orchestratorデータベースから取得されるため、サイトのコントローラで直接行わ
れた変更によって発生する可能性のある設定の変動は考慮されません。

ステップ 1 Cisco Nexus Dashboard Orchestratorの GUIにログインします。

ステップ 2 左型のナビゲーションメニューで、[アプリケーション管理 (ApplicationManagement) ]> [スキーマ (Schemas)]
を選択します。

ステップ 3 表示するテンプレートを含むスキーマをクリックします。

ステップ 4 左側のサイドバーで、テンプレートを選択します。

ステップ 5 そのテンプレートの [展開ビュー (Deployed View)]を開きます。
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a) テンプレートの名前の横にある [アクション (Actions)]メニューをクリックします。

b) [展開ビュー (Deployed View)]をクリックします。

ステップ 6 [展開ビュー (Deployed View)]画面で、情報を表示するサイトを選択します。

サイトにすでに展開されているものと、テンプレートで定義されているものとのテンプレート設定の比較

がグラフィカルに表示されます。

a) 色分けされた凡例は、この時点でテンプレートを展開する場合に作成、削除、または変更されるオブ
ジェクトを示します。

テンプレートの最新バージョンがすでに展開されている場合、ビューには色分けされたオブジェクト

は含まれず、現在展開されている設定が表示されます。

b) サイト名をクリックすると、その特定のサイトの設定を表示できます。
c) [XML/JSON表示 (View XML/JSON)]をクリックすると、選択したサイトに展開されているすべてのオ
ブジェクトの XML設定が表示されます。

スキーマの概要と展開ビジュアライザ
1つ以上のオブジェクトが定義され、1つ以上のファブリックに展開されているスキーマを開
くと、スキーマの [概要 (Overview)]ページに展開の概要が表示されます。
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図 1 :スキーマの概要

このページには、次の詳細が表示されます。

1. [一般 (General)]：名前や説明など、スキーマの一般情報を提供します。

2. [監査ログ (AuditLog)]：スキーマで実行されたアクションの監査ログの概要を提供します。

3. [サイト (Sites)] > [正常性 (Health)]：サイトの正常性ステータスでソートされた、このス
キーマのテンプレートに関連付けられているサイトの数を提供します。

4. [サイト (Sites)]> [タイプ (Type)]：サイトのタイプでソートされた、このスキーマのテンプ
レートに関連付けられているサイトの数を提供します。

5. [テンプレートとサイトの関連付け (Template to Site Associations)] > [展開ステータス (
Deployment Status)]：1つ以上のサイトに関連付けられているこのスキーマ内のテンプレー
トの数とその展開ステータスを提供します。

6. [アプリケーション管理 (Application Management)]：このスキーマのテンプレートに含まれ
る個々のオブジェクトの概要を提供します。

[トポロジ (Topology)]タイルでは、次の図に示すように、1つ以上のオブジェクトを選択して
ダイアグラムに表示することで、トポロジビジュアライザを作成できます。
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図 2 :展開ビジュアライザ

1. [設定オプション (Configuration Options)]：次のトポロジ図に表示するポリシーオブジェ
クトを選択できます。

2. [トポロジ図 (Topology Diagram)]：サイトに割り当てられているすべてのスキーマテンプ
レートで設定されたポリシーを視覚的に表示します。

上記の [設定オプション (Configuration Options)]を使用して、表示するオブジェクトを選
択できます。

また、オブジェクトの上にマウスを置くと、すべての依存関係を強調表示できます。
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